
大崎駅東ロ第4地区におけるまちづくりについて

1.背景・目的

現存、大崎駅周辺地域では平成16年度に策7L1..た「大崎駅周辺地域都市再生

ビジョン」に基づくまちづくりが進められている当地区においては、平成27

年に市街地再開発準備組台が設立され、令和元年度には、町会等当地区の関係者

で構hk・tるまちづくり大崎駅東口第4地区連絡会(以下、まちづくり連絡会)に

おいて「大崎駅東口第4地区まちづくeJガイドライン」(以下、ガイドライン)

が策定されるなどまちづくeJの検言寸が進められてきたそうした中で、都市言1画

の策定を見掘え、まちづくり連絡会での議論を踏まえて、まちづくりの方向性等

について、上位言1画と1..てよeJ具体的に不1..たガイドライン(改定版)(案)(別

紙)を取りまとめた

2.まちづくり連絡会の概要

(1)まちづくり連絡会のメンバー

・大崎居木橋町会

・ブリリアタワー大崎菅理組台(住民)

・(株)千代出グラビヤ

・大崎駅東口第4東地区・西地区市街地再開発準備組台

・品川区

(2)連絡会の開催

令和3年9月～ガイドライン改定の検討を開始

3.ガイドライン改定の主な内容

・まちづくりのコンセフトの明記

・土地利用方針の深度化

・道路、歩石者ネ…トワークの深度化

.み.どりのネ・ソトワークの明記

・環境、防災に関+る取り組みの明記

等

4.今後の予定

ガイドラインに基づき、関係機関と都市言1画の策定に向けた協議をTlう
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1.はじめに

1)まちづくりガイドライン策定の背景

大崎駅東口第4地区は、大崎駅東側の直近、開発整備が進む大崎駅周辺地域(都市再生緊急整備地域)の

東南端、]R山手線と山手通り(環状6号線)に囲まれた約4haのエリアです。

東口地区のうち第1地区から第3地区の再開発はすでに完了し、当地区においても、地域関係者による現状

の問題点や課題についての話し合いが続けられる中で、まちの将来の姿について議論が深まり、まちづくりへ

の機運が高まっています。

このような中で、関係者が情報を共有し、相互に協力しながら、よりよいまちづくりを進めていくため

「大崎駅東口第4地区まちづくり連絡会」を設立し、さまざまな検討や話し合いを経て、当地区のまちづくり

の方向性として令和元年11月に『大崎駅東口第4地区まちづくりガイトライン』を策定しました。

以降、関係者間での議論や検討を進め、この度、より具体的なまちづくりの方向性を示すものとして、

『大崎駅東口第4地区まちづくりガイドライン(改定版)』をとりまとめました。

2)まちづくりガイドライン策定の目的と位置づけ

段階的なまちづくりの実現が想定される当地区においては、まちづくりに係る主体間で協議調整を図る

ための共通のルールが必要になります。

大崎駅周辺地域都市再生ビジョン(平成16年11月)(以下、都市再生ビジョン)における方針を基本に

据えながら、規制誘導内容や維持管理のルールなどを当ガイドラインで位置づけることで、大崎駅周辺地域に

ふさわしい高質で調和のとれたまちづくりの実現を図ります。

国

都市再生緊急整備地域

(大崎駅周辺地域)

地域整備方針(平成14年7月)

東京都

都市づくりの

グランドデザイン(令和元年2月)

東京都市計画都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針

(都市計画区域マスターブラン)

(令和3年3月)

東京都住宅マスターブラン

(令和4年3月)

品川区

品川区基本構想(平成20年4月)

品川区まちづくりマスターフラン(令和5年3月)

連
画

関
計

上位計画との
束　A

地元まちづくり組織

大崎駅周辺地域

都市再生ビション(平成16年11月)

大崎駅東口第4地区

まちづくりガイドライン
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口大崎駅周辺地域における開発状況

大崎駅周辺地域内では、地元開発機運の高まりなど

にあわせ、国・都・区の上位計画に基づいて、次の

ような計画がこれまでに策定され、多くの地区で開

発整備が完了しています。

曇大崎駅東ロ地区再開発基本計画(1980年)

②東五反田地区更新計画(1992年)

⑤大崎駅西ロ地区のまちづくり(1994年〉

口大崎駅東ロ第4地区まちづくり連絡会

i
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都市再生く大崎駅西口地区、
緊急整備地域㌔きi

驕、。東。嵐一～碧論。。i
第4地区第4地区l

i

・'`品川区まちつくりマスターフラン(令和5年3月策定)よつ引用し加華l

I
I

大崎駅東口第4地区では、2つのまちづくり組織がそれぞれ地元地権者により設立されるなど、まちづくりの

機運が高まっています。これを受け、当地区を取り巻く状況や課題、将来のまちの姿、まちづくりの方向性など

を地域関係者が共有し、相互に協力しながらより良いまちづくりを進めていくための調整、協議の場として

「大崎駅東口第4地区まちづくり連絡会」が設置されました。

平成28年9月から調整や準備が始められ、平成29年3月に設置。それ以降、継続的な情報共有、協議、調整

などを続けています。

構成員(令和5年3月時点)

ま
ち

づ
く

り
連

絡
会
メ

ン
バ
ー

品川区

地元町会

地元

地権者等

から成る

組織

都市環境部都市開発課※・

大崎居木橋町会

大崎駅東口第4東地区

市街地再開発準備組合※

(平成27年9月設立)

大崎駅東口第4西地区

市街地再開発準備組合Nt

(令和元年10月設立)

ブリリアタワー大崎

(平成19年11月竣工)

撚鰍篤.界
'獣.浮撫り./㍑1嫁㌧

鳶隊藁》
※印の組織より、連絡会事務局を組成

レ

(令和元年11月公表〉
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皿.まちづくりの考え方

1)上位計画

口都市再生緊急整備地域地域整偏方針(平成14年7月)

〈整備目標〉

・りんかい線、埼京線、湘南新宿ラインの大崎駅乗入れや新幹線品川駅の開業、さらには羽田空港の国際化

などにより飛躍的に向上した交通アクセスを活かし、大規模低未利用地の土地利用転換や既成市街地の再構

築により、東京のものづくり産業をリードする新産業・業務拠点を形成。

・魅力とにぎわいのある都市空間を形成。

口品川区まちづくりマスタープラン(令和5年3月改定)

第2章まちづくりのこれまでと今後の展望〈4新たなまちづくりの視点〉

・みどりと水辺などの多様な機能を活かして、まちの安全性・快適1生を高める

・まち・みちの様々な場所で歩きたくなる魅力をつくる

・多様なひとが利用する施設や建物等を使いやすくする

・交通モードの境目を感じることなく、スムーズに移動できるよう、交通結節点や道路等の空間を再編する

・子どもの成長やライフスタイルの変化に柔軟に対応できる住まいや居心地のよい場所を増やす

第5章地区別まちづくり方針〈2大崎地区〉

(4)地区のまちづくりの目標

「職・住・遊・学の拠点の魅力で、多様な人々をひきつける質の高い先端都市」

・住み、働く魅力にあふれた質の高い都市拠点

・目黒川を活用した豊かな時間を過ごせるアメニティと文化交流の空間

・職住近接で、多様な住まい方が選択できる安心の住環境など

(5)エリアごとのまちづくりの方針【大崎駅周辺工リア】

●ポテンシャルを活かしたさらなる開発事業の促進

(新産業・業務拠点の形成、都心居住・商業機能等の導入)

・品川駅周辺と連携し、弓1き続き都市計画手法を活用し

た計画的なまちづくりを誘導するとともに、市街地「:FL

再開発事業等により導入、集積された新産業・業務お

よび都心居住・商業等の機能を最大限に活用できるよ

う地域のまちづくり活動を支援します。

・大崎駅西口F地区等まちづくりの機運が高まっている

地区では、地域と連携しまちづくりの検討を進めると

ともに、適切な開発を誘導し、ものづくり産業等の業

務機能、住宅に加え、生活支援機能等の導入を図りま

す。特に大崎駅東口第4地区では、都市施設の立地

特性を活かしてさらに拠点性の向上を図ります。

∴〔≧正主},

●開発事業にあわせた都市基盤の整備

(道路・広場空間・歩行者ネットワーク・公園の充実)

・広域活性化拠点の交通結節点として、さらなる再開発

事業の進展にあわせて、歩行者デッキネットワークや

歩道状空地等の歩行者空間、みどり豊かなオーフン

スヘースなどを充実させていきます。

・また、駅利用者の安全確保や交通結節機能強化に向け

て、駅や関連施設の整備・拡充等、関係者等と協議・

検討を進めます。
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口大崎駅周辺地域都市再生ビジョン(平成16年11月)

【目標とする将来市街地像】

「東京のものづくり産業をリードする拠点形成を担いつつ、

楽しむ都市」

【5つの目標】

㊤研究開発型産業なとの集積が活かされ発展する街

12.東京の南のターミナルゾーンとして多様な交流が育まれる街

③多様な人々が安心して住み、親しむ街

14、次世代に継承する優れた環境づくりに取組む街

151多様な主体が協働して持続的な発展、維持菅理に取組む街

多様な人々が共に、住み、働き、学び、親しみ、

【都市再生に向けた戦略】

【戦略1】東京のものづくり産業を先導する拠点をつくる

【戦略2】地域の連携を強化する都市基盤施設を整備する

【戦略3】地域全体で協調し、個性的な都市景観をつくる

【戦略4】目黒川を環境資源として活用する

【戦略5】継続的に発展する体制をつくる

〉ゾーン別将来市街地像
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鴫蕪1地区..

O複合市街地ゾーン:
多様なニーズに応える居住憐

能や業務機能及び地域産業な

どかアメニティ豊かな環境の

中に調和し立地している

O駅前業務・商業ゾーン:

文通倍節機能と駅直結型のデニ・

キネ∵卜7一クが充実、業務・

商辛機能か隼積している,駅前

の碩空間が形成されている

◎目黒川沿い:

水辺を生かしたオーフンスヘー

スやフロムナート、賑わい施設、

個1生的な橋なとかあり地域のシ

ンボル空間となっている

◎超高層/主宅群などによリ大井

町方面や新幹線等ならの視線に

配慮された都市景観か形成さわ.
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・当地区では、「聞発にあわせた道路等の整備」を行う方針
が示されている。

1.IEIiwllを軸とした水ど緑と風のネットワーク(戦略4)

'議賢旨。沓謄風のネットワークの車由となる目黒川i・



2)地区の特性

勲壕雛繍灘・・　撫蜘賦蕪経葺・締細勲灘1
・緊急整備地域である大崎駅周辺地域では、一日20万人以上の乗降客数を誇る拠点駅である大崎駅、及び東西

を広域的につなぐ広域幹線道路である山手通りを骨格として±地の高度利用を進められてきており、当地区は

それらの骨格に面し、都市構造上ポテンシャルの高い立地にある。

・一日に約100万人禾の乗客数が見込まれる鉄道から視認性が高く、大崎駅周辺地域の東の顔となる。

・駅から目黒川までつながる約500mもの連続的・特徴的な地区形状(山手通り沿い・鉄道沿い)を有する。

・〈第12回大都市交通センサス「駅別発着・駅間通過人員表」より、当地区の南側を通過する鉄道〔山手線、横須賀線.東海道新幹線)の乗客人数を算出

の大崎駅・広域幹線道路を軸とする大崎駅周辺地域の都市構造

五贈L趣継,
'L覧

大崎駅東ロ第4地区

品川駅

山チ吻
i}イ・研.l/・./
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を軸としなぶら、周辺の既往の開発と連携した、

駅東ロの拠点性の強化か期待される

`::】都市再生緊急整備地域

5

1隷・麟議擁驚
・かつて大崎駅周辺は、鉄道駅への至近性や目黒川の水運を活かした町工場等が集積し、一

て発展した。

・土地利用転換を経ても、都市再生ビジョンに掲げられた「東京のものづくり産業を先導する拠点をつくる」と

いった戦略に基づき、i一企業が集積している。

・近年は、品川産業支援施設(SHIP)が整備され、企業間の交流・連携促進やベンチャー企業の支援も行われ

るなど、ものづり企業等が集積する地理的優位性を活かした新産業・新ビジネスの創出にも注力している。

ド蜘鎌繍灘～灘霧:§1
・大崎駅周辺地域における水とみどのネットワークの起点であり、これまで駅周辺で段階的な整備が進められ

てきた目黒川沿いの連続的な歩行者・滞留空間を受止める立地にある。

・目黒川沿いやゲートシティ大崎など、当地区固辺ヱー整鐘されている。

⊂,当地区周辺における連続的、まとまりのあるみどり



3)現況と課題

・大崎駅東口第1地区～第3地区は開発事業が完了するなど、周囲で土地の高度利用による質の高いまちづくり

が進んでいる。(図中江)

・当地区内においては山手通り沿いを中心に個別更新による土地利用転換や高度利用が進んでいる。(図中・Z1)

・当地区は狭阻な道路に面した小規模敷地に住居や作業所などが密集混在しており、建物の老朽化や遊休地化が

進むなど、大崎駅直近に相応しいまちの形成がなされていない。(図中動

・山手通りを渡らず当地区方面へ至る経路は階段のみであり、当地区は駅との円滑なバリアフリーのネットワー

一、駅至近であるポテンシャルを活かしきれていない。(図中④)

・当地区内は幅員が狭s歩道のない行き止ま道路が多い。まこ幅員4m未満の道路も多く,安全で快適な歩

行者環境の整備が行われていない。(図中⑨)

・百反ガード下は歩行者通行空間が狭く安全で快適な歩行者環境の整備が行われておらず、五反田や大崎駅方面

ぐ・}1・、、
＼、、＼・、

撫
㌔取＼＼寒＼
＼、・.、.・

い黒＼＼＼
ヘへ　へ

も

＼黙、＼'
＼、.＼

から広町一丁目や新馬場駅方面を結ぶ広域的な歩行者ネットワークの形成が図れていない。(図中⑥)

当地区内は十分なみどりやオープンスペースも少なく、安全で1央適な生活空間が形成されていない。また、五

反田方面へとつながる目黒川沿いの緑道が整備されていない。(図中の
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.i士地の高度利用による

質の高いまちつくりの推進
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(大崎駅東口第2地区1、
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、

亀
'
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[3狭隙な道路に面した小規模敷地

に住居や作業所などが密集混在
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⑦川沿いの緑道が未整備、

地区全体としてみどり

オーブンスベースが不足

獄＼!,一」警
げ》＼∫》4こ藤き
轍無邑へ〃{課懸き_霧、建。。_

遊休地化の進行

二=二一

嚢箋
==多

二

一二　
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南側工業地

(広町一丁目地区)

⑤当地区内は幅員が狭く、歩道のない行き止まり道路が多い .6』.百反ガード下は安全で

快適な歩行者環境の整備

が行われていない

(凡例)

建物築年次 ■∴鵡、、.HIE
.c.,[t、,"1。、1川IlII。

2L」C)HI2丘～2U〔1闇JB:1耳

■三〇1りH二3仔

重
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曾血
◎

・
D

曹血
◎

行き止まり道路

駐車場等の低未利用地
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4)まちづくりのコンセプト

EAST

veryday

&veryone

いつでも人の活動が見え、だれもが快適で安全に過こせるまち

ppea【

&
ttract

〆`'

新しい大崎の価値を発信し、幅広い人々をひきつけるまち

ustainab吐e

&eLectabLe

「みとり」や「ものつくつ」なとの大崎固有の魅力を継承する、

持司能で多一まち

echno巳ogy

&

acticaL

新しい幽や周辺開発との連携など、

戦略的な取り組みにより、魅力を生み続けるまち

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1

願. ・,齢:=

i1心機1
i大崎では、務・主宅を中心とし

iた複合的な市街地や目黒川を軸と

i髪鎧量難灘
1関わる企業が集積し、大崎固有の
1魅力を育んできた。
1...Lx

i/◎・・筏
1!t-,、
レメ
1.1.
i'a・
ia。〆一＼〆
i㌧'もの、/

i極響
1各機能・要素ごとに拠点を強化

1

現在

_[⊥墨易」_は、土昌百士の交流

等を通した創造する場としての機能

が求められるようになった。

「くらす場」は、多様な人が健康的

で暮らしを豊かに過ごす場としての

価値が再認識された。

Ll.

♂し'㍉

,〆一＼,

1みどりt。一

誕

'

ものバ

様づくりが
・ミ、、煽一'

「はたらく場」・「くらす場」に

求められる機能が変容

造する。1

…

tt『1"・.:1
〆'一、、"1

発信・1みど・W発信i
/＼_ノ㌦i
〆"・1

≒i
/渥i
`一!i
tt、看1

ノ　

陶ltI
ゴ　

チ　

＼〆'一＼ぜ1

触rもの、/i
ひきつける＼、づくりノ/ひきつける1

㍗㍉一'ダ1
.ttttI
駕閣.内1

新たな魅力の発信が人々をひきつけるi
好循環を生むi

…
…

旨

』_i
塞るとともに、大崎固有の魅力でi
ある「みどり豊かな環境」や_[亘のi
づくり技術」を繋げ噺たな魅力をi
発言し、人々をひきつけるまちを創i

I

」一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1
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三日月状の地区全体を人々の生活シーンがドラマチックに展開される"テラス"と見立て、

まちの魅力を発信し続ける新たな大崎の顔を創出する



皿.まちづくりの実現に向けた分野別の方向性

1)土地利用

大崎駅に至近、かつ山手通りに面する立地特性を踏まえ、周辺開発(大崎駅東口第1地区・第2地区)と

一体となり大崎駅東口の更なる拠点性向上に寄与する、土地の有効・高度利用化を進めます。

①地区全体として、業務・商業・住宅等の機能を導入し、複合市街地を整備する。

②地区内を緩やかにゾーニングすることで、大崎駅・目黒)11に面し、東西約500mに渡る地区形状を

持つ地区特性を活かした魅力的・合理的獄土地利用を図る。

③山手通り沿いや鉄道沿いにおいては、ゾーンごとの利用者の属性を考慮しつつも、連続的な機能

配置を丘量ことて各ゾーンがつながる一体的なまちづくりを実現する。

■土地利用のゾー=ングイメージ

編撫魏

駅
'

°
＼

崎
き

パ
、

大
、

、
＼

、
し

覧
＼

、
、

ー
ー

-
ー

'

＼蔀、＼、
酌

　鉄

●
}

轟錨

トランス

〈利用者の属性を考慮した機能誘導イメージ〉

より来街者・就業者に配慮した機能

より就業者・居住者に配慮した機能

●山手通り沿い

就業者や居住者の利便性を高める商業施設とオーブンスペース等

タ匝な距離聾的・配乱・・鞄聾聖麩表出艇」

t(t挙igty

交流

ゾーン

」R山手線一一_,.

視認1性の高さを活かし、情報発信・展示・企業PR機能等のほか、にぎわいを

可視化する商業施設や交流施設を配置し、街の魅力を発信する。
一囚._胃一

憩い

ゾーン

.'」9

塗rげ『

t

/

轟〆
'..11や

エントランスゾーン

・大崎駅に近接する立地性を活か

交流ゾーン

・地区内外からのアクセス性に優

憩いゾーン

れる立地性を活かし、多極な

人々が活動・交流する空間とし、

・水とみどのネットワークを形

して、駅及び既往の周辺開発と

の繋がりを強化・にぎわいを連

続させ、大崎駅東ロの新たな玄

成する目黒川に近接する立地性

や山手線からの視認性の高さを

関ロとしての拠点を形成する。

・一が行

き交う、都市ににぎわいをもた

らす広場と交通結節機能を整備

する。

まちに活気を創出する拠点を形 活かし、都市に潤いをもたらし、

成する。

・居住者や就業者、来街者など

様々な属性・世代が集う広場を

大崎の新たなまちの魅力を発信

整備する。

する拠点を形成する。

・大崎駅周辺地域の新たなシンボ

ルとして、様々な人が集う、豊

かな緑量のある広場を整備する。

9



■複合市街地の形成に向けた機能配置イメージ

・業務・商業・住宅等の機能を複合的に配置し、多様な人が往来し・交流する、顔の見えるまちづくりを推進する。

・ものづくり企業などの入居に対応した業務機能や班窒開発篁の機能、情報発信等を行う耕=上機熊を整備

し、東京を代表するものづくり企業が集まる拠点として"大崎"を印象付ける。

・都心居住を推進する住宅を整備するとともに、住民間の活動・交流の場である一施設を整備し、

町会や企業とも運携しながら住民の多様なニーズに対応することで、子育て世帯をはしめ誰もが暮らしやすい居

住環境を整え居住地としてのブランドカを更に高める。

・低層部は、利用者の属性に応じた連続的松機能誘導を図ることで、地区内外から利用される快適でにぎわいある

一する。

〈能己置のイメージ〉

交通結節点

大崎駅蘇論
.。暁◆

メ蔀厩
交通結節・にぎわい・交流・地域コミュニティ等

水とみどりの

ネッF一ワーク

◇・脚な

撫～。黒川
ユ妬∬一{二

■当地区内で展開される都市活動のイメージ

・立地特性を踏まえた当地区内の緩やかなゾー=ングや複合的機能配置により、様々な人々を弓1きつけ・滞留を

促し、連続的でありながらも多様性や変化に富んだ都市活動の展開を促す。

・大崎の魅力や多様性を感じるシーンを視認性の高い山手通りや鉄道を介して発信し周囲への波及を図る。

大
崎

駅

多様な人々が行き交う 魅力的な店舗に通う

テラスから鉄道を眺める

住み働く人か集う広場を活かした活動が展開

ぜ超ρ
＼⊇】5

開放的なテラスで待ち合わせ

エントランスゾーン

ものづくりの文化や技術に触れる

共通の趣味を共に学ふ

交流ゾーン

季節を感じ、散策する

豊かなみどりの中で憩う

憩いゾーン

目
黒

川
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2)都市基盤1

〈オープンスペースの配置・都市軸の形成〉

土地利用、歩行者ネットワークの形成方針も踏まえ、地区内の適切な位置にまとまりある広場空間と、

それらを結び付ける軸線状の空間を計画する。

1工大崎駅に至近な西端、目黒川に至近な東端、およびそれらをつなぐ地区中央部に、腿

こ3つの広場空間を整備する。

1②地区の外周を囲む骨格(広域幹線道路、鉄道、河川)沿いに3つの軸を形成する。

大崎駅,

へ,

,、

・、＼

エントランス広場

ゲートシティ大崎
1大崎駅東ロ第2地区)

エントランス ψ挙曖り釣`鞠
憩い

ソーン

'」L』」.睾

,"
9■■■■鳥

rtttt

居木橋

嫡鱒綻
憩いの広場

//蜘

鋼

曳
塩

〈3つの広場の整備〉

・大崎駅万面からの視認性が高い

・大崎駅や周辺地域からのアクセス性が高い

レエントランス広場の整備
・大崎,駅東口の新たな玄関口として地区内外の

人々の利用を活「1生化し、にきわいを創出する

地区の中央

・業務・住居を中心とした複合市街地の中央部

・東西異なる特性の中間領域

レ[交流広場]の整備
・地区中央を地区内外の居住者や就業者なと、

多様な人々が憩い、集い、交流する空間とし

まちに活気を創出する

・大崎駅万面からの視認.1生が高い

・大崎駅や周辺地域からのアクセス性か高い

レ憩いの広場の整備

・交通結節機龍、にきわい機能等を広場に面

する複姦文階に配置
・にぎわい機能等を広場に面して配置

・水とみどりのネットワークの起点となる新た

な大崎のシンポルとして.豊かな緑量のある

空間を創出し、都市に憩いをもたらす

・緑豊かな大規模緑地を配置

・広場に面して1哩或コミュ=ティ施設等を配置

〈3つの軸の整備〉

山手'沿い●■■)(延長約400m)

・広域幹線道路てある山手通りに面ずる

・地区内外の人々の歩行者動線として利用

レ團の形成
・駅から目黒川沿いまてゆとりある歩行者空間

〔地上レヘル)を確保し、居住者や就業者ら

の利便性を高める施設を整備する

・山手通り沿いの歩行空間、山手通り沿いの

施設.3つの広場で構成

・連続的なみどつやにぎりい機能等を配置

鉄道沿い(延長約500m>

・〕R山手線や東海道新幹線など利甲者の多い鉄

道に面し,視認性が高い

レ写・・'の形成
・鉄道からの視認性が高い位置(地上～テッキ

レヘル)に、にぎわい・交流など多様なアク

ティビティを誘発する機能・空間が連続的に

並び、大崎のまちの魅力を発信する

・駅と川を結ぶ歩行者回遊空間、歩行者回遊

空間に面する施設で構成

・回遊動線・滞留空間に面して、にきわい・

窯流機能等を連続的に配置

旦墨皿沿塾(延長約100m)

・大崎駅周辺地域の水とみとりのネットワーク

の起点に位置

レ≡==・1の形成
・水とみどりのネットワークを延長し、南側か

らの高い視認.1生を活かし、これまでに整備さ

れてきた北側への繋がりを感しさせる

・緑豊かな憩いの広場や河川管理用通路、目

黒川て構成

・大規模緑地や匝B嚇泉・滞留スへ一1等を配置

11



〈歩行者ネットワーク〉

周辺地区におけるこれまでの開発整備の成果と連携して、歩道、歩道状空地、歩行者デッキ等を適切に配置し、

官民連携して安全で快適な歩行者ネットワークを構築。大崎駅周辺地域における歩行者の回遊性向上を図る。

r
甚

[
Z
.
.
3
}

大崎駅とバリアフリーで直結する歩行者デッキを整備し、駅とまちの一体性・回遊性の向上を図る。

山手通と夢さん橋を接続するバリアフリー動線ELV整備により幹線道路と駅の接続性の向上を図る、

4
一

門
5
.
.
6
】

デッキレベルに多様な都市機能が面する滞留空間を備え、大崎駅から居木橋まで繋がり、各所からアクセ

ス1の冒い一一ス空を整備することで、駅と周辺地域を広城的につな噺たな歩行者ネットワークを創

出し、歩きたくなるまちづくりを推進する。

山壬通り糊者空間を整備し、周辺街区と調和し、ゆとりとにぎわいのある街並みを演出する。

区画道路沿いの歩行者空間を整備し、安全で快適な歩行者ネットワークを形成する。

東西2つの地区間に塵北方向の歩行萱空閻を整備し、山手通りと鉄道沿い、広町一丁目方面をつなぐ歩行

麹上旦=クを形成する.

⑦百反ガード下道路の安全な歩行者空間を整備し、五反田方面から広町一丁目方面へつながる目黒川沿いの

運続的な歩行者ネットワークを形成する。

③河川管理用'路、船着場などの目黒川沿いの交通結節機能向上に寄与する空間の整備を図る。

一一一一十一

゜㌔騒

大崎ニューシティる穣.
(大崎駅東ロ第1地区)・

大崎駅

ガ麗

2.山手通りと夢さん橋を接

翻量コ

4.大崎駅とバリアフリーで直結する

歩行者デッキの整備

ゲートシティ大崎

(大崎駅東ロ第2地区)

'・..9

破全で。適な歩行者初,ワ.クを形ゼソ
する区画道路沿いの歩行者空間整備

b噛bb.

凡例

く…》L肚い聴
王、ナ行芭動獅

テッキレ

←一》主好1商礒

《…》主賢行者轟

・4ゆとりとにぎわいのある街並みを演出する

山手通り沿いの歩行者空醗備.」

4-x.、,3多様な都市機能が面する滞留空間を備え、
大崎駅から居木橋まで繋がり、各所から

アクセス性の高いのテラス空間の整備

》

.・動論"・♂)

__2ヒ2道路一.一,

昨線虞響
、6仙手通りと鉄道沿い、広町一丁目方面をつなぐ

歩行者ネットワークを形成する、南北方向の歩行者空間整備

」

吻目黒川沿いの歩行者ネットワークを形成する

ロ

百反ガード下道路の安全な歩行者空間整備1

!

⑧河川管理用通路、船着場など目黒川沿いの交
12

通結節機能向上に寄与する空間整備



〈自動車ネットワーク〉

河川と鉄道、広域幹線道路に囲まれた立地特性を踏まえ、土地利用転換に伴う新しい都市活動を支え、

円滑な交通処理を可能とする区画道路の再編整備や、安全な自動車ネットワークの形成を図る。

叫地区内のまちづくり事業に伴う交通は、地区内の区画道路ルーフ道路に車両出入口を設け、山手

通りへの交通影響を抑える。

⑦塑区内道路の再編により、土地の高度利用を支えるループ状の道路ネットワークを構築する。

③山手通り及び区画道路において、安全な自転車通行にも配慮した道路計画(矢羽根型路面表示)とす

る。

4百反ガード下道路の一方通行化等により、広町一丁目方面への安全なネットワークを形成する。

}帝

大崎駅

霧麟

大崎ニューシティ

(大崎駅東ロ第1地区)

①地区内のまちづくり事業に伴う交通は地区内の

区画道路(ループ道路)から山手通りへ誘導

'ノー「ン丁イ〈呵

(大崎駅東ロ第2地区)

`

・3安全な自転車通行にも配慮した

道路計画(矢羽根型路面表示)

吻地区内道路の再編により、

ループ状の道路ネットワークを構築

居木橋

袖
誕縛

爵幽

14百反ガード下道路の一方通行化等により、'

L

広町一丁目方面への安全なネットワークを形成
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3)みどり・環境・防災1

〈みどりのネットワーク〉

これまで整備されてきた周囲のみどりと呼応し、みどり豊かな大崎を印象付けるネットワーク形成を図る。

風の道や歩行者動線、周囲からの視認性に配慮し、効果的な配置計画とする。

特に目黒川沿いにおいては「品川区水辺利活用ビジョン」に基づき、緑豊かな環境創出や親水性向上につな

がる整備に取組み、歩いて楽しく、回遊1生の高い空間形成を図る。

「11地区内における緑化を推進する。

②周辺街区と呼応する山手通り沿いのみどりのネットワークを形成する。

③大崎駅周辺地域における目黒川沿いの水とみどりのネットワークの起点としての一緑化

空間を整備するとともに、船着場などの親水性向上に寄与する機能や空間整備を図る。

尋目黒川沿いから鉄道沿いに繋がる新たなみどりのネットワークを形成する。

ぐ一■■レみどりのネットワーク 3つの広場 既存の公園、

オープンスペースなど

認秘
、

㌧

＼

＼、

製∴ト.馳
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・
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　　　よ　

.へ呵一ユ7ン」τイ童41

(大崎駅東ロ第1地区)

、』』厳

・搬。
、

司
・

.嘱

"蔭r・
'髄・

ヤ

・.『

麟慰ご

蕊無
'へ＼

燕

磁
無

那

マ無『
季へ.、

y「'
、ヘニ

'、.

ゲートシディ類
q(・大崎駅東ロ第2地区)
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スSi.浅・
亀喝・

簡噂q噂
交流広場

夢

㍉
.

鍬
詫触.

.・短'

メ

索尊

　へ

幽

%

・.罫
.4

_誌]
通り沿いの街並み景観に配慮置

し、沿道に連続する緑化を行

彗瀧1聯羅機罪
歩行者空間を創出する。

噺一一一圏レ

.'〆一・・klgl'.
'配・町

〕鵡誰

鵡擢一づ
餌ノ隅
_ゲi挿一'

一一一一…く蚕

㊧目黒川から鉄道沿いに繋
がる新たなみどりのネッ
トワーク

・JR山手線に面して鉄道からの

視認性の高さを活かした緑化

を推進し、みどり豊かな大崎

を印象付ける、新たなみどD

のネットワークを形成する。

・曳」.
、

①地区内の緑化推進

・地区内の居住者や就業

者及び来街者の豊かな

ライフスタイルを支え

るインフラとして、地

区内の積極螺化を
図る。

③目黒川沿いの水とみどり

目黒川沿いにおける水とみどつのネットワー

クの起点として、敷地内外にわたつ、壷と壼

りある緑化空間を一体的に整備する。

風の道を考慮しクールスホットとして機能す

14



〈環境配慮〉

「品川区環境基本計画」「大崎駅周辺地域における環境配慮

ガイドライン」に基づき、効果的な環境技術の導入やヒートア

イランド対策などによりカーボンマイナス(CO2の排出削減)

の推進を図る。

また、「水とみどりの基本計画」「品川区水辺利活用ビジョ

ン」に基づき、水辺環境の配慮や質の高い緑化の増進などに取

り組み、自然環境の保全・活用を図る。

陶L惇二臥.『1;ト「一'」

・〈9錨●
」…醗「冒…....,

....'一;`・
..下ける_"

`・「」,Fの]

町頃1,」ら己L叫けtt埋鰻物か弓1緯土亡れ5

眠ノ'1`.F櫓蒔可t]人工m頭を抑制可る

④.伽'↑
6膚淋.' 1「7+1「T

.㌧・の絶承に配暉する

,「乙・
噛■,,.

A肖沖r:.rIt

右図【環境配慮の基本方針】

下図【水と緑のネットワークによるクールスポット】咄el六嵯PI舌」辺地晦こ,t[t':":署樋涯力イトライ.!、

自黒lIri'.)の

・卜臣のクー1レス爪∵卜.曲吼琶礎ず

叢譲轟斜激認
肝,ド.1τ請装 EVIL

伽景1←ノ[一」1's・kパテ・ゴオ[黒川
+保.・N竺…串裟

「.Lマ「'

.一」[一.・1,卜

■省工ネルギー・省資源化に寄与する環境負荷の少ないまちづりの推進

①快適と省工ネルギーを両立する暮らし・仕事の実現

省工ネルギーによる生活の質向上や健康維持といった副次的効果にも目を向け、建物配置、屋根・

外壁の高断熱化、日射遮蔽などを始めとした外部熱負荷の削減やエネルギー効率の高い設備機器の導

入・運用によるエネルギーの最適化など、計画時点での技術革新の状況を踏まえた新たな省工ネ技術

の積極的な導入を図る。また、太陽光発電の導入、蓄電池の設置や電気自動車の普及を支える充電設

備スタンドの整備など、電力のHTr(減らす・創る・蓄める)を推進する取組みを検討する。

(2低炭素なエネルギーの活用

自然通風や採光などに配慮するとともに、太陽光発電、太陽熱利用など再生可能工ネルギーの利活

用の拡大に向けた検討を行う。

③省資源化の推進

再生骨材・混合セメント・リサイクル材・その他工コマテリアルの利用を図るとともに、構造躯体

における劣化対策、維持管理・改変・改善の自由度確保などによる建築物の長寿命化に努める。

■自然環境の保全・再生に寄与するみど豊かなまちつの推進

15

〔il水とみどりの保全・活用

敷地内における緑化・オーブンスヘースを確保するとともに接道部の緑化の充実を図り、みどりの

豊かさが実感てきる環境づくりを推進する。

まとまりのある緑化空間や河川管理用通路の整備に取組むなど、目黒川沿いでの魅力的で豊かな環

境づくりを推進する。

また、目黒川の水質改善に寄与する方策を検討する。

②ヒートアイランド現象緩和対策

地表面の被覆対策(保水性・遮熱'1生舗装等)、建物表面対策(屋上や壁面の塗装・仕上げ等)など

ヒートアイランド現象の緩和に資する取り組みを行う。



〈防災力強化〉

2011年の東日本大震災では、大都市のターミナル駅周辺において多くの滞留者や帰宅困難者が発生し大き

な混乱が生じた。首都直下地震等の大規模な地震が発生した場合において、建築物の損壊や交通機関のマヒ

等により、甚大な人的・物的被害が想定される。

大崎駅周辺地域では、2018年1月「大崎駅周辺地域都市再生安全確保計画」が定められ、「安全確保」と

「混乱防止」の2つの視点で短期的・長期的取り組みが整理されている。

」一:現在あるオーブンスヘースの活用とともに、長期的には災害時の退避場所の確保や滞留者が安全

に移動できる経路を整備等

」一:情報提供等の共助による滞留者支援を行うとともに、長期的には駅周辺のまちづくりとの連携に

より、一時滞在施設として活用できる施設や備蓄倉庫を確保等

また、当地区は震災への対応だけでなく水害への対応も求められている。近年は土地利用の進展に伴い地

表面の不透水化が進み、豪雨時に大量の雨水が一気に河川や下水道に流れ込んだ際に、排水能力を超えた下

水管から雨水が噴き出すなど、都市型水害の発生がみられるようになった。特に当地区前面の山手通りを中

心に地盤が低く、浸水の危険性が高い。

当地区では、近年のこうした動向も踏まえながら、2021年度に更新された品川区地域防災計画に基づき、

当地区全体で連携して大崎駅周辺の防災機能向上に寄与するまちづくりに取り組む。

【大崎駅周辺地域都市再生安全確保計画】

(災害時の課題マップ(発災直後))より抜粋

【品川区浸水八ザードマップ】

(想定最大規模降雨)
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当地区の指定避難所

一画_諮＼
ノ・想定最大規模降雨(総雨≡邑690mrn、

特に浸水の危険'1生

が高い箇所
/品川宇園1

と間圃
et-・「ts-!]1

1}い・

撫

時間最大雨量153mm)

④麹の強化に向け、一時滞在施設の確や防災傾蓄倉厘の整瞳、及び無電柱化に取り組む。

◎1

一
ぎ

"

大崎駅周辺帰宅困難者対策協議会などを通した固辺一に取組む。

品川区浸水ハザードマップの浸水想定区域に含まれる立地を踏まえ、豪雨時にも機能継続が可能な

施設の整備、雨水流出抑制施設の整備、山手通り浸水時の代替歩行者ルートの確保など't'浸2

対策に取り組む。

け

一時滞在施設・防災備蓄倉庫のイメージ 周辺地域と連携した地域防災活動のイメージ
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4)景観形成の方針

く遠景・中景・近景〉

【遠景】周辺開発による群景の継承とともに、大崎工リアの視認性を更1こ高めるスカイラインの形成

㊤大崎駅周辺で形成されてきた140M程度の高層建築群と連携し、品川方面や大井町方面等からの視線

に配慮した、大崎駅周辺地域の視認'1生を高めるスカイラインを形成する。

②計画にあたっては既存建物との見合いなど周辺環境へ配慮する。

※建物の高さについては.周辺市衙地への影響、景観形成空1也の確保なとについて総合的に評価を行い設定する。

■大崎駅周辺のスカイライン形成イメージ(品川方面より望む〉

一約140M

目黒川

門
,

大崎駅

満il⊥し一
【中景】周囲からの視認性や立地特性を活かし、まちの回遊性を高める、連続的で魅力的な街並みの形成

①山手通り沿い1大崎駅前の顔や幹線道路沿道に

相応しく象徴的かつ、当地区内で統一感のある

街並みを形成する。

②目黒川沿い1目黒川沿いのみどりと連続した

オーブンスベースを確保するなど、みどりと潤

いのある街並みを形成する。

酵鉄道沿い1鉄道に近接して連続的な歩行・滞留

空間を確保するなど、まちのにぎわいを発信す

る街並みを形成する。

ぞ〕う'〆・・

〆

{
4

二・～,

一
..

周囲のみどりと調和した潤いのある街並み形成のイメージ

(南東から駅方面を望む)

【近景】大崎駅・目黒川との近接性を活かした、人々をひきつけるヒューマンスケールの都市空間の形成

q.1山手通り沿いの歩行者空間は、地上部を中心ににぎわい機能やみどりを運続させ、大崎駅・目黒川間

の回遊を促す空間として整備する。

②鉄道沿いの歩行者空間[よ多様な都市活動の受け皿となる滞留空間やにぎわい・交流機能などを連続

さぜ、大崎駅・各開発街区・目黒川をつなぐ空間として整備する。

③当地区内の広場空間は、立地特性に応じ多様な人々が憩い・集う、まちに開かれた空間として整備する。

・エントランス広場1東口の新たな玄関として、地区内外の人々の利用を活性化し、にぎわいを創出

・交流広場1地区中央部で居住者や就業者、来街者など多様な人々が集い・交流し、活気を創出

・憩いの広場1目黒川沿いで緑量豊かでシンポルll生の高い空間を創出し、都市に憩いや潤いを創出
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〈空間特性に応じた壁面の位置の設定〉

地区全体で歩行者空間の確保や特徴的な街並みを形成するために、

通りや場所ごとの空間特性に応じた壁面の位置の制限を設定IL2する。

派1歩行者の回遊性や利便性の向上.円滑な交通ネットワークの形成に資する歩行者デッ

キ、階段,エスカレーター、エレヘーター等に類ずる用途に供する建築物の部分等,

及び歩行者の麦全.1生や快適性を確保するために設ける屋根、庇、落下防止柵、案内板、

植栽帯、ヘンチその他これらに類ずるものについてはこの限りてはない.

・k・2「東京都再開発等促進区を定める地区計画運用基準(以下、運用基準}」における計

画建築物の壁面の位置の制限について、都市計画上の考え方や数値がガイドラインて

具体的に示されている場合に該当するものとする、
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A山手通り沿い●●●

広幅員の空間特性に相応しい一体的な街並みの形成

・道路境界線から十分なセットバック空間を設けることで、回遊性に優れたゆとりある歩行者空間を整備する。

・対岸のゲートシティ大崎との関係を考慮し、一体感のある山手通り沿い軸の形成を図る。

・連続する壁面については低層部において壁面形状に変化をつけるなど、歩行者に圧迫感を与えないような工夫を図る。
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B鉄道敷沿い

地区の玄関ロとしての特徴的な景観の形成

・鉄道敷に面する開放的な空間特性を考慮

し、賑わいや地区の特徴を創出、表出す

る空間を鉄道側へ近づけ、地区の玄関口

及び鉄道沿い軸の景観形成に資する壁面

の位置とする。
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ゆとりある歩行者空間の確保と鉄道沿い軸の景観の形成

百反腿1

・低層部に運用基準以上の十分なセットバック空間を確保

し、ゆとりある歩行者空間を整備する。

・鉄道沿い軸の部分には、一定の高さ以下に歩行者デッキ

が連続する特徴的な景観を形成する。
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IV.今後のまちづくりの進め方について

1)大崎駅周辺地域との連携

大崎駅周辺地域内における既存のエリア

マネジメント組織や周辺の既往の開発、

行政や周辺の町会等と連携し、大崎駅周

辺地域の持続的な発展と価値向上に寄与

する活動に参画していきます。

運携

連携

連携

2)まちづくりガイドラインの運用

〈まちづくりガイドラインの運用方針〉

●ガイドラインに沿った計画づくり

当地区内の各主体は、このガイドラインに沿った具体的な計画づくりを行っていきます。

その際、各主体が運携や協調に配慮した計画を行い、当地区全体の価値を高めることに配慮します。

●まちづくり連絡会での'情報共有・調整など

まちづくり連絡会では、弓1き続き関係者間の1青報共有や調整に努めていきます。

●ガイドラインに基づく計画的な整偏の必要性

当地区は区域面積が広く、また駅周辺からの視認性が高いこと等から、当地区のまちづくりが大崎駅周辺地域

に対し大きな影響を与えることが考えられるため、十分に検討を重ねながらまちづくりを進めることが必要です。

また、2つのまちづくり組織における計画検討や合意形成の状況も各々異なること、当地区内には近年建設され

た高層マンションも立地していること等を踏まえ、総合的な観点からまちづくりを検討していくことが必要です。

そのため、更新や開発整備を行う複数の主体がそれぞれバラバラなまちづくりを目指すのではなく、このガイ

ドラインに示すまちづくりの考え方や整備の方向性を共有し、調整、協力して実現していくことが重要です。

ガイドライン策定ガイドライン(改定版)(今回)

".、,,,.,,)t⊥鍛9臨⊥
に基づくの指針等の共有

まちづくり

ガイドラインの運用

ガイドラインに基づく計画的な事業推進

大崎駅周辺地域

との連携
周辺地域と連携したまちづくりの推進(エリアマネジメント活動への協力等)
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